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  （百万円未満切捨て）
１．平成31年３月期第３四半期の連結業績（平成30年４月１日～平成30年12月31日） 

（１）連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）
 

  売上高 営業利益 経常利益 
親会社株主に帰属する 

四半期純利益 

  百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 

31年３月期第３四半期 85,758 0.7 2,231 △24.3 3,834 △25.0 2,743 △21.1 

30年３月期第３四半期 85,199 9.0 2,947 30.2 5,110 60.4 3,475 67.4 
 
（注）包括利益 31年３月期第３四半期 1,943 百万円 （△62.2％）   30年３月期第３四半期 5,145 百万円 （84.4％） 

 

 
１株当たり 

四半期純利益 

潜在株式調整後 
１株当たり 
四半期純利益 

  円 銭 円 銭 

31年３月期第３四半期 113.67 － 

30年３月期第３四半期 144.00 － 

（注）当社は、平成30年10月１日を効力発生日として普通株式５株につき１株の割合で株式併合を実施しております。前連結会計年度の期首に

当該株式併合が行われたと仮定して、「１株当たり四半期純利益」および「潜在株式調整後１株当たり四半期純利益」を算定しておりま

す。 

 

（２）連結財政状態 

  総資産 純資産 自己資本比率 

  百万円 百万円 ％ 

31年３月期第３四半期 147,264 81,665 55.5 

30年３月期 148,763 81,334 54.7 
 
（参考）自己資本 31年３月期第３四半期 81,665 百万円   30年３月期 81,334 百万円 
（注）「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」（企業会計基準第28号 平成30年２月16日）等を第１四半期連結会計期間の期首から適用

しており、前連結会計年度に係る数値については、当該会計基準等を遡って適用した後の数値となっております。 

 

２．配当の状況 

 
年間配当金 

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計 

  円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 

30年３月期 － 7.00 － 7.00 14.00 

31年３月期 － 7.50 －    

31年３月期（予想）       37.50 － 
（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無：無 

当社は、平成30年10月１日を効力発生日として普通株式５株につき１株の割合で株式併合を実施しております。平成31年３月期（予想）

の１株当たり期末配当金については、当該株式併合の影響を考慮した金額を記載し、年間配当金合計は「－」として記載しております。 

 

３．平成31年３月期の連結業績予想（平成30年４月１日～平成31年３月31日） 

  （％表示は、対前期増減率）
 

  売上高 営業利益 経常利益 
親会社株主に帰属 
する当期純利益 

１株当たり 
当期純利益 

  百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭 

通期 122,000 4.4 4,000 △13.8 5,400 △22.7 4,000 △20.3 165.73 
（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無：無 

当社は、平成30年10月１日を効力発生日として普通株式５株につき１株の割合で株式併合を実施しております。平成31年３月期の連結業

績予想における１株当たり当期純利益については、当該株式併合の影響を考慮しております。 



※  注記事項 

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）：無 

新規   －社   （社名）－、 除外   －社   （社名）－ 

 

 

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用：無 

 

 

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

①  会計基準等の改正に伴う会計方針の変更        ：無 

②  ①以外の会計方針の変更                      ：無 

③  会計上の見積りの変更                        ：無 

④  修正再表示                                  ：無 

 

 

（４）発行済株式数（普通株式） 

①  期末発行済株式数（自己株式を含む） 31年3月期3Q 29,977,106 株 30年3月期 29,977,106 株 

②  期末自己株式数 31年3月期3Q 5,841,481 株 30年3月期 5,840,715 株 

③  期中平均株式数（四半期累計） 31年3月期3Q 24,136,072 株 30年3月期3Q 24,137,551 株 

（注）当社は、平成30年10月１日付で普通株式５株につき１株の割合で株式併合を実施しております。前連結会計年度の期首に当該株式

併合が行われたと仮定して、「期末発行済株式数」、「期末自己株式数」および「期中平均株式数」を算定しております。 
 

※  四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です 

 

※  業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 

（将来に関する記述等についてのご注意） 

 本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、本資料の発表日現在において当社が入手している情

報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありませ

ん。また、実際の業績等は、今後様々な要因によって予想数値と異なる可能性があります。なお、業績予想の前提と

なる条件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、添付資料3ページ「１．当四半期決算に関する

定性的情報（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明」をご覧ください。 
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

 ①平成31年３月期 第３四半期連結累計期間の概況

  当第３四半期連結累計期間における国内の景気は、政府の経済政策等により企業収益や雇用情勢、所得環境が

 改善するなど緩やかな回復基調を継続いたしました。海外の景気も緩やかな回復基調で推移いたしましたが、海

 外の通商政策の動向、中国経済の減速、世界的な地政学リスク、新興国経済の見通しが懸念材料となるなど、世

 界経済は依然として先行き不透明な状態が続いております。

  当社グループが属する機械業界につきましても、国内の設備投資は緩やかながら回復傾向を示しているもの

 の、海外は対象とする市場や製品により景況感に差異が生じております。

  このような経済環境のもとで、当社グループは中期経営計画「ＴＭ－ＰΣ Ｐｌａｎ」（Toshiba Machine 

 Profit Sigma Plan）を平成28年４月１日からスタートさせ、これまでの「先進と拡張」の考えを継承しつつ、

 新たに「高収益体質への変革」と「選択と集中」を基本方針といたしました。今後成長が見込めるグローバル市

 場において、当社グループが着実に成長していくための諸施策として、総原価の低減、収益性改善に向けた生産

 革新活動、グローバルな最適調達網の構築、新市場の開拓、国内外の注力市場に向けた新商品の開発、受注の拡

 大等に全力をあげ、取り組んでまいりました。

  当第３四半期連結累計期間の受注高は、設備投資への慎重な動きが見られ、1,006億2千8百万円（前年同期比

 1.5％減）、売上高は、857億5千8百万円（前年同期比0.7％増）となりました。損益につきましては、一部の大

 型製品における販売時期の調整、部材価格高騰に伴う原価率の悪化および部材の調達遅れ等による生産効率悪化

 の継続に加えて、生産体制構築のための費用の増加を受けて、営業利益は22億3千1百万円（前年同期比24.3％

 減）、経常利益は、前年度にあった受取解約金による営業外収益の反動を受けて、38億3千4百万円（前年同期比

 25.0％減）、親会社株主に帰属する四半期純利益は、27億4千3百万円（前年同期比21.1％減）となりました。

 

 ②セグメント別の概況

 成形機事業（射出成形機、ダイカストマシン、押出成形機など） 

  射出成形機におきましては、販売は、北米、東南アジアおよびインドの自動車向けを中心に堅調に推移いたし

 ましたが、国内および中国向けは軟調に推移いたしました。受注は、国内、中国、東南アジアおよびインドの自

 動車向けを中心に堅調に推移してきたものの、設備投資に慎重な動きが出てきております。

  自動車・二輪車向けを主な供給先とするダイカストマシンにおきましては、販売は、国内、北米、中国および

 東南アジア向けが堅調に推移いたしました。受注は、国内を含む全地域向けに堅調に推移いたしました。

  押出成形機におきましては、販売は、中国の二次電池向けシート・フィルム製造装置の販売時期調整の継続を

 受けて大きく減少いたしました。受注は、国内の光学向けシート・フィルム製造装置の需要はあったものの、中

 国の二次電池向けシート・フィルム製造装置の需要調整が継続し、大きく減少いたしました。

  この結果、成形機事業全体の受注高は、689億4千7百万円（前年同期比10.0％減）、売上高は、579億8千3百万 

 円（前年同期比2.9％減）、営業利益は、20億6千7百万円（前年同期比39.4％減）となりました。 

 

 工作機械事業（大型機、門形機、横中ぐり盤、立旋盤、精密加工機など） 

  工作機械におきましては、販売は、国内、北米、中国の産業機械向けや国内の航空機向け等を中心に増加いた

 しましたが、部材の調達遅れによる売上高への影響は継続いたしました。受注は、国内、北米の産業機械向けや

 国内の建設機械向けおよび北米の航空機向け等を中心に堅調に推移いたしました。

  精密加工機におきましては、国内、中国を中心としたレンズ・自動車用の光学金型向けおよび韓国の半導体製

 造装置向けに、販売と受注が堅調に推移いたしました。

  この結果、工作機械事業全体の受注高は、231億7千4百万円（前年同期比41.1％増）、売上高は、194億5千2百

 万円（前年同期比14.9％増）、営業損失は、4億6千7百万円（前年同期は営業損失10億1千9百万円）となりまし 

 た。 

 

 その他の事業（産業用ロボット、電子制御装置など）

  産業用ロボットにおきましては、販売は、国内の自動車等の自動化関連設備を中心に堅調に推移いたしました

 が、受注は、中国における電子デバイス・スマートフォン等の組立自動化設備向けの調整局面の影響を受けて、

 減少いたしました。

  この結果、その他の事業全体の受注高は、85億6百万円（前年同期比7.1％減）、売上高は、106億1百万円（前

 年同期比1.3％減）、営業利益は、6億6千9百万円（前年同期比29.9％増）となりました。
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（２）財政状態に関する説明

資産、負債及び純資産の状況

当第３四半期連結会計期間末の資産は、前連結会計年度末に比べ14億9千9百万円減少し、1,472億6千4百万円

となりました。減少の主な内訳は、仕掛品が45億1千8百万円増加したものの、現金及び預金が63億4千3百万円減

少したこと等によります。

負債は、前連結会計年度末に比べ18億3千万円減少し、655億9千8百万円となりました。減少の主な内訳は、支

払手形及び買掛金が18億7千2百万円減少したこと等によります。

純資産は、前連結会計年度末に比べ3億3千1百万円増加し、816億6千5百万円となりました。増加の主な内訳

は、その他有価証券評価差額金が8億3千7百万円減少したものの、利益剰余金が11億3千3百万円増加したこと等

によります。

この結果、当第３四半期連結会計期間末の自己資本比率は55.5％となりました。 

 

 

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

  今後の経済環境は、緩やかな回復基調で推移することが期待されるものの、海外の通商政策の動向、中国経済

 の減速継続、世界的な地政学リスク、新興国経済の見通し、為替変動等先行き不透明な状況が継続することが予

 想されます。また、国内外企業との競争激化等厳しい事業環境が想定されます。

  このような状況のもと、当社グループは、国内外工場における生産のさらなる効率化、調達難の解消を含めた

 最適調達の一層の強化等のグループ全体での総原価低減諸施策の実施、地域・顧客等新市場の開拓、市場・顧客

 ニーズにあった新商品の開発・販売等によりグローバル市場でのブランド力を高め、さらなる収益の拡大に努め

 てまいります。

  なお、通期の業績につきましては、平成30年11月８日に公表いたしました業績予想を変更しておりません。
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２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表

    （単位：百万円） 

 
前連結会計年度 

(平成30年３月31日) 
当第３四半期連結会計期間 

(平成30年12月31日) 

資産の部    

流動資産    

現金及び預金 30,394 24,051 

受取手形及び売掛金 38,531 37,375 

有価証券 404 64 

商品及び製品 8,811 11,615 

仕掛品 24,765 29,283 

原材料及び貯蔵品 78 70 

その他 4,290 3,816 

貸倒引当金 △67 △94 

流動資産合計 107,207 106,182 

固定資産    

有形固定資産    

建物及び構築物 39,227 39,284 

減価償却累計額及び減損損失累計額 △27,282 △27,843 

建物及び構築物（純額） 11,944 11,440 

機械装置及び運搬具 24,339 24,216 

減価償却累計額及び減損損失累計額 △22,171 △21,880 

機械装置及び運搬具（純額） 2,167 2,335 

土地 6,450 6,451 

リース資産 209 254 

減価償却累計額及び減損損失累計額 △132 △151 

リース資産（純額） 76 102 

建設仮勘定 105 43 

その他 7,321 7,379 

減価償却累計額及び減損損失累計額 △6,760 △6,884 

その他（純額） 560 495 

有形固定資産合計 21,305 20,869 

無形固定資産    

その他 740 656 

無形固定資産合計 740 656 

投資その他の資産    

投資有価証券 18,255 18,264 

長期貸付金 19 16 

繰延税金資産 544 582 

その他 769 770 

貸倒引当金 △77 △77 

投資その他の資産合計 19,510 19,556 

固定資産合計 41,555 41,082 

資産合計 148,763 147,264 
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    （単位：百万円） 

 
前連結会計年度 

(平成30年３月31日) 
当第３四半期連結会計期間 

(平成30年12月31日) 

負債の部    

流動負債    

支払手形及び買掛金 29,835 27,963 

短期借入金 14,390 10,090 

未払法人税等 865 215 

未払費用 5,247 3,828 

製品保証引当金 597 612 

その他 6,890 8,881 

流動負債合計 57,827 51,591 

固定負債    

長期借入金 － 4,300 

長期未払金 5 5 

繰延税金負債 113 138 

役員退職慰労引当金 30 28 

退職給付に係る負債 9,312 9,377 

資産除去債務 50 51 

その他 89 105 

固定負債合計 9,601 14,007 

負債合計 67,428 65,598 

純資産の部    

株主資本    

資本金 12,484 12,484 

資本剰余金 11,538 11,538 

利益剰余金 69,514 70,647 

自己株式 △16,373 △16,375 

株主資本合計 77,164 78,294 

その他の包括利益累計額    

その他有価証券評価差額金 3,684 2,847 

繰延ヘッジ損益 2 0 

為替換算調整勘定 1,606 1,516 

退職給付に係る調整累計額 △1,123 △993 

その他の包括利益累計額合計 4,170 3,370 

純資産合計 81,334 81,665 

負債純資産合計 148,763 147,264 
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第３四半期連結累計期間）

    （単位：百万円） 

 
前第３四半期連結累計期間 
(自 平成29年４月１日 

 至 平成29年12月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成30年４月１日 
 至 平成30年12月31日) 

売上高 85,199 85,758 

売上原価 60,863 61,754 

売上総利益 24,336 24,003 

販売費及び一般管理費 21,388 21,771 

営業利益 2,947 2,231 

営業外収益    

受取利息 32 40 

受取配当金 398 317 

受取賃貸料 57 39 

持分法による投資利益 511 1,122 

為替差益 206 213 

受取解約金 1,309 － 

その他 70 162 

営業外収益合計 2,586 1,895 

営業外費用    

支払利息 76 60 

商標使用料 90 81 

その他 256 151 

営業外費用合計 423 293 

経常利益 5,110 3,834 

特別利益    

固定資産売却益 9 4 

投資有価証券売却益 － 83 

特別利益合計 9 87 

特別損失    

固定資産処分損 99 17 

関係会社株式評価損 44 － 

特別損失合計 143 17 

税金等調整前四半期純利益 4,976 3,904 

法人税、住民税及び事業税 1,173 824 

法人税等調整額 327 336 

法人税等合計 1,501 1,160 

四半期純利益 3,475 2,743 

親会社株主に帰属する四半期純利益 3,475 2,743 
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（四半期連結包括利益計算書）

（第３四半期連結累計期間）

    （単位：百万円） 

 
前第３四半期連結累計期間 
(自 平成29年４月１日 

 至 平成29年12月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成30年４月１日 
 至 平成30年12月31日) 

四半期純利益 3,475 2,743 

その他の包括利益    

その他有価証券評価差額金 957 △800 

繰延ヘッジ損益 △2 △2 

為替換算調整勘定 565 △90 

退職給付に係る調整額 143 121 

持分法適用会社に対する持分相当額 6 △28 

その他の包括利益合計 1,670 △800 

四半期包括利益 5,145 1,943 

（内訳）    

親会社株主に係る四半期包括利益 5,145 1,943 

非支配株主に係る四半期包括利益 － － 
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

 

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

 

（追加情報）

（「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」等の適用） 

「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」（企業会計基準第28号 平成30年２月16日）等を第１四半期連結

会計期間の期首から適用しており、繰延税金資産は投資その他の資産の区分に表示し、繰延税金負債は固定負債の

区分に表示しております。 
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ 前第３四半期連結累計期間（自 平成29年４月１日 至 平成29年12月31日） 

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

            （単位：百万円） 

  報告セグメント 
その他 
（注）１ 

合計 
調整額 

（注）２ 

四半期連結 
損益計算書 
計上額 
（注）３ 

  成形機 工作機械 計 

売上高              

外部顧客への売上高 59,736 16,917 76,654 8,544 85,199 － 85,199 

セグメント間の内部

売上高又は振替高 
－ 7 7 2,192 2,200 (2,200) － 

計 59,736 16,925 76,662 10,737 87,400 (2,200) 85,199 

セグメント利益 

又は損失（△） 
3,410 △1,019 2,390 515 2,906 41 2,947 

（注）１．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、産業用ロボット、電子制

御装置等の事業を含んでおります。

（注）２．セグメント利益又は損失の調整額は、セグメント間取引消去であります。

（注）３．セグメント利益又は損失は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行なっております。
 

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報 

該当事項はありません。
 
 
 

Ⅱ 当第３四半期連結累計期間（自 平成30年４月１日 至 平成30年12月31日） 

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

            （単位：百万円） 

  報告セグメント 
その他 
（注）１ 

合計 
調整額 

（注）２ 

四半期連結 
損益計算書 
計上額 
（注）３ 

  成形機 工作機械 計 

売上高              

外部顧客への売上高 57,983 19,450 77,434 8,323 85,758 － 85,758 

セグメント間の内部

売上高又は振替高 
－ 1 1 2,278 2,280 (2,280) － 

計 57,983 19,452 77,436 10,601 88,038 (2,280) 85,758 

セグメント利益 

又は損失（△） 
2,067 △467 1,600 669 2,270 △38 2,231 

（注）１．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、産業用ロボット、電子制

御装置等の事業を含んでおります。

（注）２．セグメント利益又は損失の調整額は、セグメント間取引消去であります。

（注）３．セグメント利益又は損失は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行なっております。
 

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。
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３．その他

 

（１）受注実績

第３四半期連結累計期間における受注実績をセグメントごとに示すと、次のとおりであります。

    （単位：百万円） 

セグメントの名称

前第３四半期連結累計期間

（自 平成29年４月１日

  至 平成29年12月31日）

当第３四半期連結累計期間

（自 平成30年４月１日

  至 平成30年12月31日）

成形機 76,609 68,947

工作機械 16,429 23,174 

報告セグメント計 93,038 92,121 

その他 9,154 8,506 

合計 102,193 100,628 

（注）１．上記金額に消費税等は、含まれておりません。

２．セグメント間取引については、相殺消去しております。
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